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令
和
7
年
3
月
1
日（
土
）午
前
9
時
、Ｊ

Ｒ
橋
本
駅
改
札
前
で
談
笑
す
る
相
模
原
白
門

会
会
員
た
ち
。
こ
の
日
は
、
事
業
計
画
に
あ

る
市
内
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
の
日
、
ま
ず
は
、
ミ

ウ
イ
の
8
階
か
ら
リ
ニ
ア
新
幹
線
の
新
相
模

原
駅
工
事
現
場
を
視
観
す
る
。
か
っ
て
の
相

模
原
市
役
所
企
画
部
長
の
樋
口
相
談
役
の
軽

妙
な
語
り
で
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
誘
致
の
経
緯

や
橋
本
駅
周
辺
の
街
づ
く
り
構
想
な
ど
、
話

が
は
ず
ん
だ
。
そ
の
後
、
相
模
線
で
原
当
麻

駅
に
。
1
時
間
に
1
本
の
神
奈
中
バ
ス
で
田

名
向
原
遺
跡
へ
。
整
備
さ
れ
た
遺
跡
に
歴
史

の
ロ
マ
ン
を
感
じ
な
が
ら
し
ば
し
見
学
、
竪

穴
式
住
居
の
中
が
意
外
に
広
か
っ
た
。
そ
の

後
、
徒
歩
で
当
麻
山
無
量
光
寺
に
向
か
う
。

開
祖
一
遍
上
人
の
話
を
聞
き
つ
つ「
相
模
原

在
住
数
十
年
、
初
め
て
お
参
り
で
き
た
」と

い
う
メ
ン
バ
ー
も
。お
昼
は
、瓢
禄
玉
で
、丹

沢
の
山
並
み
と
長
閑
な
田
園
風
景
を
楽
し
み

つ
つ
、鱒
の
か
ら
揚
げ
を
満
喫
し
た
。「
充
実

し
た
企
画
で
10
名
で
は
、
も
っ
た
い
な
い
。」

と
の
声
も
。原
当
麻
駅
に
て
解
散
。

　
コ
ロ
ナ
も
開
け
て
、
令
和
6
年
度
は
、 

Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
見
学
や
駅
伝
応
援
な
ど
会
員
参
加
の

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
見
学
は
、
他
市
の
白
門
会
の
人
の
参

加
も
あ
り
盛
況
で
し
た
。ま
た
、大
和・厚
木

白
門
会
と
合
同
で
実
施
し
た
茗
荷
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
・
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
の
見
学
で
は
、

大
学
キ
ャ
ン
バ
ス
の
新
し
い
時
代
を
感
じ
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
総
会
だ
け
出
席
、
新
年
会
だ

け
出
席
の
人
、
事
業
に
も
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。ま
た
、相
模
原
白
門
会
で
は
、自
分
の

好
き
な
こ
と
を
皆
で
す
る
一
品
幹
事（
例
え

ば
山
歩
き
、
囲
碁
将
棋
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ
応

援
、
地
域
貢
献
等
、
一
つ
だ
け
を
担
当
）を
、

お
願
い
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
分
が
好
き
で
や
っ
て
き
た
こ
と
、
や
っ
て

み
た
い
こ
と
を
、
中
央
大
学
白
門
会
の
仲
間

と
一
緒
に
楽
し
ん
で
み
る
の
は
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　　　　　　　　　　

【住所、電話番号、メールアドレス等の変更が発生する場合のお願い】
　今後、住所、電話番号、メールアドレス等の変更が発生する場合は、
　keita@print-nisso.com にメール または 042-748-6126 までFAXで
　ご連絡をお願いいたします。

本会報は、ユニバーサルデザインのフォント（ＵＤフォント）を使用しております。

相模原
白門会会報

ー相模原支部－ 第 11 号

発行所　中央大学学員会相模原白門会
　　　　（相模原支部）事務局
　　　　中澤社会保険労務士事務所内
　　　　〒252-0239
　　　　神奈川県相模原市中央区中央3-7-1
　　　　TEL 042-860-2622
印刷所　株式會社　日相印刷/日相出版

Chuo University

Sagamihara

ご
挨
拶

新
し
い
取
組
も
次
々
と

会 

長　

村
上
博
由

（
昭
和
49
年
卒
）



地
域
活
性
活
動

地
域
活
性
活
動
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Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
科
学
者
講
演
×
弦
楽
五
重
奏
コ
ン
サ
ー
ト

『
Ｎ
Ｏ 
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ 

Ｎ
Ｏ 

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
』

　

 

― 

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．１ 

津
田
雄
一
×
上
の
宇
宙
ク
イ
ン
テ
ッ
ト 

ー

　

相
模
原
白
門
会
が
創
立
10
周
年
を
記
念
し

て
開
催
し
た
、
宇
宙（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）と
音
楽
の

コ
ラ
ボ
コ
ン
サ
ー
ト
が
き
っ
か
け
で
結
成
さ

れ
た
、
現
在
活
躍
中
の
プ
ロ
の
音
楽
家
５
名

に
よ
る
弦
楽
五
重
奏
団「
上
の
宇
宙(

う
わ
の

そ
ら)

ク
イ
ン
テ
ッ
ト
」(

津
田
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
教

授
命
名)

の
初
め
て
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
令
和

７
年
１
月
、
も
み
じ
ホ
ー
ル
城
山
に
て
開
か

れ
ま
し
た
。

　
相
模
原
白
門
会
は
、相
模
原
市
と
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

と
の
繋
が
り
の
Ｐ
Ｒ
や
、市
の
文
化
振
興
に
も

寄
与
す
る
こ
の
催
し
に
、企
画
時
よ
り
協
力
・

協
賛
す
る
と
と
も
に
、応
募
い
た
だ
い
た
会
員

等
10
名
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。
第
一
部
の
講
演

で
は
、津
田
教
授
が
、宇
宙
科
学
に
関
す
る
お

話
を
と
て
も
分
か
り
や
す
く
楽
し
く
語
ら
れ
、

教
授
の
人
と
な
り
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。第
二
部
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、国
内
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
音
楽
家
の
素
晴
ら
し
い
演
奏（
コ

ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
は
名
器
ス
ト
ラ
デ
ィ
バ

リ
ウ
ス
で
演
奏
！
）と
軽
妙
な
ト
ー
ク
を
ほ
ぼ

満
員
の
会
場
全
員
で
堪
能
し
ま
し
た
。　

　

当
会
で
は
今
後
も
こ
う
し
た
文
化
的
な
催

し
も
積
極
的
に
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
も
是
非
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

副
会
長 

笹
野
章
央
（
昭
和
　
年
卒
）

55

橋
本 

基
弘
副
学
長
・
法
学
部
教
授
に
よ
る
学
術
講
演
会

「
陰
謀
論
・
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
と

ど
う
向
き
合
う
か
」
を
開
催

　

学
術
講
演
会
は
、
中
央
大
学
相
模
原
白
門

会
の
地
域
活
性
活
動
と
し
て
、
中
央
大
学
の

協
力
を
得
て
、
各
分
野
の
専
門
家
を
講
師
に

迎
え
て
、
無
料
で
相
模
原
市
民
の
皆
さ
ん
に

も
ご
参
加
い
た
だ
け
る
講
演
会
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
の
学
術
講
演
会
は
、
中
央
大

学
副
学
長
で
、法
学
部
教
授
の
橋
本 

基
弘（
は

し
も
と　
も
と
ひ
ろ
）先
生
を
特
別
講
師
に
む

か
え「
陰
謀
論
・
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
と
ど
う

向
き
合
う
の
か
― 

陰
謀
論
の
時
代
と
表
現
の

自
由 

―
」と
題
し
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
ま
で
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
力
を
越

え
る
勢
い
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
。政

治
・
文
化
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
影
響
を
与
え
始
め

て
い
ま
す
。

　
誰
で
も
発
信
が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
の
反
面
、

情
報
源
が
不
明
で
あ
っ
た
り
、陰
謀
論
・
フ
ェ

イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
も
の
も
氾
濫
し
始
め

て
い
ま
す
。憲
法
で
守
ら
れ
て
い
る「
表
現
の

自
由
」の
た
め
、法
規
制
を
ど
う
し
て
い
く
の

か
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
、欧
州
な
ど
の
情
報
を
交
え
、日
本
で
は
ど

う
向
か
い
合
う
か
、
非
常
に
タ
イ
ム
リ
ー
な

講
演
を
橋
本
先
生
に
し
て
い
た
だ
き
、
地
域

に
役
立
つ
情
報
発
信
を
行
な
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

副
会
長 

荒
井
慶
太
（
平
成
　
年
卒
）

6

相模原白門会創立10周年記念
コンサートがキッカケとなり新
たな文化活動が生まれました！



中央大学学員会　相模原白門会（相模原支部）会報（3）第11号　 令和７年３月 発行

①【募集中】
　ホームページやfacebookで会員の皆様に常に最新の情報等をお届けするために、ホームページやFacebookの
運営などの広報活動にご協力いただけるメンバーを募集しております。
　keita@print-nisso.comにメール　または　042-748-6126　までＦＡＸで　ご連絡をお願いいたします。

中央大学相模原白門会のホームページを是非ご活用ください

＜主なメニュー＞
①最新情報
②入会申込み
③会　則
④事業報告
　 事業計画
    前年度決算書
    予算書
⑤組織・役員
⑥トピックス（アーカイブ）
　イベント・会議等
   お知らせ
⑦会　報（アーカイブ）

スマホからも

見やすい！

https://nisso.sakura.ne.jp/hakumon/

新規会員募集
入会は、①公式ホームページまたは②FAXにてお申込ください。
　　　　①公式ホームページ

https://nisso.sakura.ne.jp/hakumon/ にアクセス
もしくは　 

 
で検索

相模原から世代を越えて、お互いに親睦をはかり、
母校を盛上げ、地域を活性させましょう！

※是非、ご紹介もお願いします。

Chuo University

Sagamihara　　　　②FAX
お手数ですが、一度、042-860-2622 まで お電話で お問合せください。

ＴＯＰ画面から
最新のお知らせ
やイベント・会議
報告など
随時発信して
いきます！

最新の情報を
Facebookでも
発信します。
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主な活動ご紹介
Chuo University

Sagamihara

合同白門会、各支部への参加も積極的に行ない、母校・地域活性ネットワークを広げております。

総会の懇親会や新年会など現役の学生との交流も積極的に行っています。 橋本七夕まつりでは、
２年連続で表彰されました！

親 睦 交 流

ゴルフコンペ（不定期開催） 新年会（1月または2月）

総会・学術講演会・懇親会（6月） バーベキュー大会（8月）

母 校 応 援

ホームカミングデイ（10月） 箱根駅伝応援（予選会10月・本大会1月）

地 域 活 性

相模原市民さくらまつり（4月または5月） 境川クリーンアップ作戦（5~7月頃） 橋本七夕まつり（8月）

これからの活動の形を一緒に創りましょう！


